













































































































































































































































KGGP 社会学批評 第４号［January ２０１１］
グローバリゼーションのなかでの地元志向現象
轡田 竜蔵
グローバリゼーションによって国境を越える人々の数が増大しているなか、それと相反するか
のように、近年の日本の若者は地元志向（地元就職・地元消費・地元愛）を強めていると言われ
ている。本報告の目的は、この現象に関する理論モデルを検討し、そのうえで、報告者が行って
きた調査結果をもとに検証することである。
本報告は、まず地元志向現象を説明する二つのモデルを検討する。
一つ目に挙げられるのが、「社会的排除」モデルである。このモデルによれば、若者は地元の
生活空間に「閉じ込められている」のだ、と見なす。すなわち、ゼロ成長経済のなかで、階層上
昇が難しくなるため、雇用や消費の選択肢がより大きいと考えられる地域に移動するリスクをと
らず、地方圏に留まり、実家というセーフティネットに依存する傾向が強まったのではないかと
いう捉え方をする。そして、地元繋がりの人間関係は「同質的」かつ「排他的」なものにとど
まっているという見方をする。
もう一つ挙げられるのが、「社会的包摂」モデルである。このモデルによれば、若者の地元志
向は、高度消費社会や情報社会の発展のおかげで、「地元」は従来よりもずっと暮らしやすい空
間になったことの帰結であるという捉え方をする。そして、「地元繋がり」は、競争社会におい
て精神的なメインテナンスをはかっていくうえで、重要な資源となってきていると考える。
「社会的排除」モデルによれば、地元志向の若者は、就業行動においてはリスク回避を重視
し、消費行動においても行動半径が狭く、中間集団にしがみついて「安定」を第一に考える、
「保守的」な人たちであると見なされる。これに対し、「社会的包摂」モデルによれば、地元志向
の若者は、競争主義的な就業行動を嫌い、脱消費主義的なライフスタイルを志向し、ローカルな
足元にある資源を見直そうとする考え方を持った、「クリエイティブ」な人たちであるというこ
とになる。
報告者は、ある地方私立大学の出身者に対して行った、半構造化インタビューを中心とした調
査の結果から、このモデルについて検証した。その結論としては、当事者のリアリティにいて
は、ジョック・ヤングが「過剰包摂」と呼んだような仕組みで、二つのモデルが絡まり合ってい
るということだった。当事者は、決して明るくない自分の将来展望を語りながら、それでも「地
元生活」がもたらすささやかな包摂の感覚によって、ぎりぎりのところで自分を支えていること
がわかった。そして、報告者は、地元志向の若者の語りの分析に基づき、「社会的包摂モデル」
のように「クリエイティブ」なライフスタイルの可能性を展望することは難しいが、「社会的排
除モデル」のように、自分の属する中間集団にしがみついている、と言われるほどに「保守的」
であるわけでもない、と結論した。
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